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 県ソフトウェア協会平成８年度総会が、４

月２４日午後３時から、大分市内ソフトパーク

の大分第２ソフィアプラザビル２階で開催さ

れた。司会は後藤事務局長。 

 御手洗会長が体調が優れず出席できなかっ

たため、田中莞爾副会長が代わって挨拶し、

「７年度は新しい委員会組織のもとで、従来

の事業に加え大分県との意見交換会、若人対

象のボウリング大会、技術研修会等を初めて

行った。今後もこれらの諸事業を継続的に実

施していくと共に、業界の変化に対応した活

動に取組んでいきたい」 と述べた。 

 また、来賓挨拶は板井政巳大分県商工労働

観光部長から祝辞をうけた。板井部長は急拠

ご出張となったため、同部阿部政憲参事が代

読された。 

 議事に入り、平成７年度の活動実績報告、

収支決算承認に続いて、平成８年度の協会活

動方針、各委員会の事業計画、収支予算など

を議決した。 

 今総会では、当協会の事業拡充と中央情報

の収集を図るために、業界全国組織である社

団法人情報サービス産業協会（ＪＩＳＡ）に入会

することを決めた。 

 引き続いて、米田実日本銀行大分支店長の

「最近の金融経済情勢」 と題した記念講演が

あり、グラフを駆使した明快で解りやすい話

に参加者一同熱心に聴き入った。 

 その後、恒例の懇親パーティがあり、秋月

睦男顧問による乾杯に始まり、新らしく入会

された４社の会員の自己紹介がおこなわれ、

約１時間和やかに歓談して藤田勝久理事の万

歳三唱で閉会した。 

（総務委員会） 

１ 

平成８年度収支予算科目        （単位 千円） 

県ソフトウェア協会平成８年度総会開催 

         平成８年度 平成７年度 増 減 

 科    目  予 算 額 予 算 額 

収 会費等収入        2,450       2,330    120 

入 事業収入           1,900       1,848     52 

の 雑  収  入            20          29    △9 

部 前年度繰越金       1,241       1,162     79 

   合     計         5,611       5,369    242 

支 管  理  費           385         262    123 

出 事  業  費         4,050       3,739    311 

の 予  備  費           490         127    363 

部  合     計         4,925       4,128    797 

翌年度へ繰越             686       1,241  △555 

（内積立）             (600)       (600)    (0) 

●㈱長嶋不動産鑑定事務所 
代表取締役 長嶋 敏行 

不動産鑑定、固定資産税システム評価、公共

事業の補償コンサルタント（建物等の積算） 

従業員 ３５名（グループ） 

所在地 大分市城崎町2-4-7 

ＴＥＬ（０９７５）３６－０８８１ 

ＦＡＸ（０９７５）３５－２１０３ 

所属 技術委員会 

 

 

●㈱仲谷電子製作所 
代表取締役 仲谷 善文 

集積回路（ＩＣ）の組立、検査、品質管理。電

子制御機器の設計、製作。 

従業員 ３５５名 

所在地 臼杵市野田持田30-2 

ＴＥＬ（０９７２）６３－１３９０  

ＦＡＸ（０９７２）６３－６１２０ 

所属 技術委員会 

当協会は会員拡大に努めてきましたが、今回次の４社に 

ご入会いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 新入会員紹介 

記念講演 日本銀行大分支店長 米田 実 氏 

来賓挨拶 阿部大分県参事 乾杯 秋月顧問（県工団連会長） 万歳三唱 勝田理事 

●大分ニューメディアサービス㈱ 
専務取締役 永松 秀敏 

ビデオテックス事業ほか。特に日用品購入シ

ステム（トキハインダストリーと提携）で日

本一の表彰を受けた。 

従業員 ６名。 

所在地 大分市東春日町１７－１９ 

ＴＥＬ（０９７５）３７－１８５５ 

ＦＡＸ（０９７５）３２－０３７１ 

所属 企画委員会 

 

●㈱地域科学研究所 
代表取締役 木下 光一 

自治体向け固定資産税情報管理システム、イ

ンターネットＷＷＷサーバー開設・運用、イ

ントラネットサーバー、ＬＡＮ構築・運用。 

従業員 １３名。 

所在地 大分市中春日町１２－３０ 

                   技術会館 

ＴＥＬ（０９７５）３６－００７６ 

ＦＡＸ（０９７５）３８－７９６０ 

所属 イベント委員会 
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Ⅰ．事業方針 

  協会活動の内外へのＰＲ、リクルート活 

 動等を主体にした事業の展開 

Ⅱ．事業計画 

  下記の広報活動を行なう。 

 １．協会報の発行 

   年間３回を原則とする。 

   会員募集をＯＳＡニュースで積極的に。 

 ２．部外広報 

   協会案内の作成につき検討 

   協会のＰＲを目的に報道関係等への情 

   報提供につとめる。 

 ３．リクルート情報活動 

   （新卒採用、Ｕ夕ーン対策） 

  (1)行政機関等へＯＳＡニュース配布依頼 

  (2)必要に応じて協会報を利用した会員企 

    業の紹介などを行う。 

２ 

大分県ソフトウェア協会活動方針 
  

１．協会活動を通じて地域および関係機関との交流を深め、情報化社
会 
    への貢献をめざす 
２．委員会体制の充実をはかるとともに、魅力ある事業を推進する 

総務委員会 
委 員 長 杉原秀次(㈱インテック 

大分センター所長) 

副委員長 竹光大造(㈱富士通大分 

ソフトウェアラボラトリ課長) 

外 委 員 ３名    (担当 後藤理事) 

企画委員会 
委 員 長 亀井秀郎(太平工業㈱ 

大分支店課長) 

副委員長 飯田裕治(㈱オーガス部長) 

副委員長 坂田 明(九州東芝 

エンジニアリング㈱主任) 

外 委 員 ５名   (担当 田中副会長) 

イベント委員会 
委 員 長 首藤 勇(コンピュータエンジニアリン 

グ㈱大分営業所取締役部長) 

副委員長 佐藤誠樹(ＴＮＢソフトウェア㈱ 

室次長) 

副委員長 古賀士裕(㈱日出ハイテック課長) 

外 委 員 ５名    (担当 小野理事) 

研修委員会 
委 員 長 野村勲治(㈱アトムス事務器部長) 

副委員長 丸井 彰(鶴崎海陸運輸㈱課長) 

外 委 員 ６名    (担当 大場理事) 

技術委員会 
委 員 長 池田治郎 (三井造船システム技研

㈱ 

九州事業所所長) 

副委員長 神代重弘(サンキュウコンピュータ 

サービス西日本㈱取締役本部長) 

副委員長 佐田幸巳(㈱昭和電工コンピュータ 

サービス大分事業所副主席) 

広報委員会 
委 員 長 中西憲一 (㈱トキハインダスト

リー 

部長代理) 

副委員長 上田泰延(九州電子計算機専門学校 

大分校校長) 

副委員長 佐藤幸雄(総合技術工学院部長) 

【各委員会の平成８年度事業計画】 

Ⅰ．事業方針 

  協会の事業力強化と活性化を目的に会員 

 拡大を推進し、会員会社社員の福利厚生等 

 を意識した事業活動を行う。 

Ⅱ．事業計画 

 １．次の協会定例行事を企画・開催 

  ４月 通常総会・講演会 

  ９月 ボウリング大会 

  １月 新年会・講演会 

 ２．会員拡大運動を引き続き実施 

  (1)各委員会の協力を得て次の要領で実施 

    する。 

  (2)会員勧誘時のツールとして、協会紹介 

    のＰＲパンフレット等を準備、各委員 

    会に配布。 

 ３．厚生年金基金について検討 

   会員会社に勤務する役職員の老後の生 

   活安定と福祉向上の一助として会員が 

   加入できる厚生年金基金を検討する。 

 ４．行政、情報産業団体との交流 

  (1)情報サービス産業協会（ＪＩＳＡ）への加入 

  (2)積極的な交流を図り、事業情報を紹介 

Ⅰ．事業方針 

  協会活動方針に沿い委員会活動の充実と 

 強化及び、会員相互の理解と協力をより一 

 層深める事を目的として活動を展開。 

Ⅱ．事業計画 

 １．行政等への陳情・交流、共催事業の実施 

  (1)県産業振興課、地域経済情報センター及び 

    県産業科学技術センターとのより一層の交 

    流 及び共催行事の実施。 

  (2)行政への陳情等を会員よりアンケート調査。 

  (3)行政の情報化計画等のヒアリング。 

 ２．視察研修の実施 

  先進地域または先進企業の視察研修の実施 

 （年２回程度）。 

 ３．経営セミナーの実施 

 ４．共同事業の研究 

   他県の共同事業・受注調査のための視察。 

Ⅰ．事業方針 

  当協会の存在を広くアピールし、会員企 

 業の事業にとって会員相互、一般事業所等 

 に対するビジネスチャンスが得られるよう 

 な事業をする。 

 １．５年目のサウンズコンテストの充実。 

 ２．サウンズコンテストの開催は県や市の 

   イベントに時期を合わせ、会員企業の 

   紹介と得意分野を展示し、ビジネス 

   チャンス確保の推進を行う。 

Ⅱ．事業計画 

 １．サウンズコンテスト 

   本年もエフエム大分との共同開催を計 

   画、放送網を利用し集客に工夫し、応 

   募の見直しや部門の見直しを行う。 

 ２．展示会 

   １．との相乗効果をねらい、会員企業 

   のビジネスチャンスの場として、効果 

   的な展示会を開催する。 

Ⅰ．事業方針 

 １．研修事業は会員企業の要望、必要性を 

   反映していく。 

 ２．協会の事業力強化の方針に合致しうる 

   委員会事業計画とする。 

 ３．委員会活動の活性化を図るため他委員 

   会との合議を積極的に進める。又、行 

   政との連携も進める。 

Ⅱ．事業計画 

  事業計画の具体化には会員企業の意見を 

  伺い、ニーズの高い研修内容を企画す 

  る。 

 １．会員企業の技術者向けに、専門技術や 

   先端技術に関する研修会を実施する。 

 ２．会員企業トップ層の参考となる技術情 

   報に関する講座等を企画する。昨年度 

   実施して好評を得たインターネット研 

   修など。 

 ３．その他会員の要望に応じた事業。 

Ⅰ．事業方針 

  下記の活動を企画・実施し、情報化社会 

 への貢献をめざす。 

 １．最新技術動向に関する知識向上 

 ２．情報処理技術に関する知識向上 

 ３．技術情報のネットワーク化 

Ⅱ．事業計画 

 １．技術交流会の開催 

   業界の最新技術動向について、産学官 

   の先進的な研究成果やノウハウを持つ 

   講師を招き技術交流会を開催する。 

   同時に、会員の開発事例の紹介を行う。 

 ２．勉強会の開催 

   会員の技術力向上のため、クライアン 

   ト・サーバー、ネットワーク、マルチ 

   メディアなど先端技術の勉強会を行なう。 

 ３．技術情報のネットワーク化 

   インターネット利用を検討・推進する。 



３ 

 この衛星通信所が山口市に作られた理由は、 

・インド洋および太平洋上の静止通信衛星を 

 見通せる位置にある。 

・山に囲まれており、通信の妨げになる電波 

 障害が少ない、また、台風や地震が少な 

 い。 

などの条件が揃っているからである。 

 可動部重量３８０ｔの巨大なアンテナを、静止

衛星の微小な動きに自動的に追尾させる精密

な制御や、海底ケーブルと衛星通信との相互

補完などの興味深い話を聞くことができた。 

 ここには、一般公開のＫＤＤパラボラ館とい

う国際通信の博物館が併設されており、科学

技術に興味のある子どもを連れて来れば喜び

そうである。        （企画委員会） 

大阪城屋根のピンポン玉を狙える程の精度を誇る巨大なアンテナ群 

電気製品や携帯電話などが発信する障害電波を検査する暗室 広島テクノプラザ玄関にて視察団一行 

８年度総会記念講演 

日 時：平成８年４月２４日１６時 

場 所：大分第ニソフィアプラザビル 

講 師：日本銀行 大分支店長 米田 実 氏 

テーマ：最近の金融経済情勢 

 

講師のプロフィール 

 昭和２４年生れ。一橋大学経済学部卒業後、

日本銀行本店入行、同行電算情報局調査役、

人事局研修課長、神戸支店次長を経て平成７ 

年１２月に大分支店長に着任。 

 日本経済は８０年代後半のバブル絶頂期、９０

年はじめのバブルの崩壊、金融スキャンダ

ル、阪神大震災等を経て長期トレンドとして

現在は 「バブル不況」 からの脱却過程にあ

る。これは実質ＧＤＰの成長率、新設住宅着工

戸数、公共工事請負金額／着工額等の推移を

見ても上向き傾向に転じており、回復過程を

物語っており、既に報じられてはいるが、 

「景気は緩やかながら回復しつつある」 とい

う判断である。 

 一方目を海外に転じてみると、米国経済は

まずまず、欧州は減速、東アジアは著しい成

長を続けている。今後の景気見通しは、カン

フル剤としての公共投資効果の効き目とこれ

まで差し控えていた消費者の購買欲、特に自

動車等で買替え時期にきており、個人消費の

動向が 「下期の鍵」 である。産業構造のシ

フトは一段と進んでおり、情報産業に関わっ

ているものとして、情報・通信産業が景気回

復牽引として期待されていることを思うとビ

ジネス環境は追い風と言える。昨今の住専問

題処理、規制緩和、国内の空洞化対策等日本

経済の前途には数々の問題を抱えており、金

融政策だけでなく国債・財政対策、更にグロ 

平成７年度第２回視察研修  

広島テクノプラザと 

山口衛星通信所 
 

 ２月２２日、竹田津から徳山へ渡り中国自動

車道を往き来して、広島、山口方面の二ヵ所

を見学した。途中宮島や錦帯橋にも立寄るこ

とができた。今回の参加者は一泊旅行では最

多の２３名（１４社）、早春賦の季節ながら２日

とも快晴に恵まれ賑やかなバスツアーであっ

た。 

 

広島テクノプラザ（広島県東広島市） 
 東広島市は、広島中央テクノポリス構想の

対象地域であり、広島大学に隣接した地域に

研究機能の集積をはかるため、広島中央サイ

エンスパークの計画が進められている。その

中で広島テクノプラザは、県内産業の高度化

を支援する中核の施設として、平成４年４月

に第三セクターの企業としてオープンした。 

 室内寸法１９×１１．５×７ｍという西日本最大

の電波暗室や、自動車産業を有する広島県な

らではのシャシーダイナモ装置、電子顕微鏡

や精密測定装置、恒温槽と連動させて運転で

きる振動試験機など、企業単独で設置するの

が難しい様々な試験設備を見せていただい

た。 

ーバルに国際分業の見直しといった大きな課

題が横たわっていることも事実である。 

                         （総務委員会） 

 運営は、他県の科学技術センターと同様 

に、なかなか厳しい状況であるが、県や大手

企業からの支援を受けて、単年度で黒字に 

もっていけそうであるとのこと。 

 広島県の産業振興に大いに役立つ施設に成

長していくであろうと思われた。 

 

ＫＤＤ山口衛星通信所（山口県山口市） 
 １㎞以上も手前から、直径３４ｍという巨大

なパラボラアンテナが見える。ここは、日本

では茨城県と山口県との二ヵ所しかない衛星

通信所で、国際通信用および海事／航空の対

移動体衛星通信用の巨大なパラボラアンテナ

と、国内のマイクロ波用アンテナが立ち並ん

でいて、そのスケールに圧倒される。 



 ビジョン概要説明後、いろいろな問題につ

いて活発な意見が交換され非常に有意義な会

合でした。 

 今後もこのような意見交換会等を積極的に

開催したいと思っています。 

（企画委員会） 

４ 

編集後記 
○大分県人材育成センターが教育用パソコンの能力アップをされた模様で、当協会の今後の研修 

 活動にとって力強い味方になりそうです。昨年度好評で定員超過になった 「技術研修会」 な 

 どの定員も増やすことができます。 

○今年度通常総会で当協会の加入が決定した㈱情報サービス産業協会（ＪＩＳＡ）は、国の支援のも 

 と特に地方の情報産業を振興する目的で、地域の情報産業団体が行う各種事業に対する助成  

 制度を設けております。各委員会とも大いに活用して魅力ある事業を推進しましょう。 

○１頁にご紹介した通り４社の新会員が加入されました。地域の活性化を願う仲間として、これ 

 から共に活動いたしましょう。                                          （広報委員会） 

 データベース技術は現在の情報システムの

根幹を占める重要な技術であり、またリレー

ショナルとオブジェクト指向の両方を兼ね備

える動きが活発化していると強く印象づけら

れました。 

 参加者全員興味深く聴講され、データベー

ス適用時の問題点など突っ込んだ質問が多く

出されて好評を博しました。 （技術委員会） 
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「大分県産業振興ビジョン」 

を中心に 
－県産業振興課との意見交換会実施－ 

 

 平成８年２月１５日県ソフトウエア協会で

は、大分県が２１世紀初頭を展望して策定した 

「大分県産業振興ビジョン」 の説明を受ける

ことを中心にして、大分県産業振興課などと

の意見交換会を開催いたしました。 

 協会では、「新しい局面を迎え、協会とし

て広く関係機関との交流を深め、情報化社会

への貢献をめざす」 との協会活動方針を受け

て、初めて実施した関係機関との交流の第一

弾でした。県産業振興課より佐藤課長他、情

報化推進室より野上主幹、ソフト協会から田

中副会長、各理事、委員長、副委員長及び 

企画委員会所属の会員が出席しました。 

 産業振興ビジョンの概要について、佐藤課

長から分かり易く説明を受けました。 

［ビジョンの概要］ 
 ビジョンは、概ね２０１０年を目標にして大分

県産業の発展方向と産業振興のための基本方

向を示すことで策定したもので、情報関係で

は、今後県が重点的に取り組むべき分野は次

のような産業をあげています。 

１．世界中のマルチメディア情報の受発信拠 

  点となる情報通信基盤の整備 

２．次世代型通信サービス、ソフトウェア開発 

３．パソコンネット等ネットワーク、ニュー 

  メディア放送サービス 

 ビジョンは最終的には、人々に豊かな生活

をもたらし人間性あふれる産業社会を実現す

ることにあるとのことです。 

技術勉強会 
「最近のＤＢの動向」 

  

 技術委員会では去る３月７日（木）、富士

通大分システムラボラトリ２階にて、当協会

会員７０名に加え、その他関係者６０名、計１３０

名の参加を得て「最近のＤＢの動向」につい

て技術勉強会を開催しました。 

 今回の講師は、富士通㈱第一ミドルウェア

事業部第一開発部の新井部長にお願いしまし

た。新井部長は同社で開発部門と技術支援部

門が共同で設立したＳｙｍｆｏ ＷＡＲＥサポート

センターの担当部長をされております。 

 今回の勉強会では、リレーショナルデータ

ベースの動向やオブジェクト指向データベー

スの概要と、最近話題になっているインター

ネットでのデータベースの利用方法、データ 

ウェアハウスなど幅広い内容の発表がありま

した。更に同社のデータベースヘの取組とし

て、Ｓｙｍｆｏ ＷＡＲＥを利用した人事情報シス

テムのマルチメディア活用例のデモンスト

レーションや、データウェアハウスで利用が

期待されるＳｙｍｆｏ ＷＡＲＥ Ｎａｖｉ（開発コー

ド：リバースナビゲーション）のデモンスト

レーションも行われました。 

信 頼 の 瞬 間 

Moment of Trust 

ＳＩ登録企業 
物流の 

パートナー 


